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図 3 台地崖に発達する風食谷と台地森辺部の砂丘
（鹿島港から北へ24kn消h占付近）
梵逹して，飛砂量が少なし、時期に風によって既成
の砂丘か侵食されるという考えは，晶潤なわか国
の両岸砂丘の場合には成り立たない可能性かある．
図3にも見られるように，風宜谷の縦断傾斜角は
この地域では一般に 10~15゜であるか，他の地域
の砂丘でも風食谷の傾斜角はほぼ同様である．い
すれも今後の検討に期待したい．
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